
ナーがある。
記者Ｂ　土木女子の活動も有名です。《一般社団
法人・土木技術者女性の会》が中心になって、いろ
いろな取り組みが行われている。
記者Ｄ　このあいだネットを見ていたら、兵庫県姫路
市の建設会社・宮本組による《一般財団法人・けん
せつ女子応援財団》という取り組みがありました。公
式サイトには「土木・建築・設計及び理工学系の専
門学校・短期大学・4年制大学に在籍している女
子」の中で「卒業後、土木・建設をはじめとしたモノ
づくりに関わる仕事で活躍することを目指す女子」を
対象に、返済の必要のない給付型奨学金（50万
円）の支給を実施しているらしいです。
司会者　なるほど、自分たちが知らないだけで、そう
した活動はかなり広範囲に、そして多岐に渡ってい
るんだね。恐らくは、まだまだたくさんあるはずだし、電
気設備工事関連に絞っても、例えば全日電工連の
各支部などが積極的に、女性技能者の裾野を広げ
るための活動を実施している。
　ただ、そういう意味では、女性活躍を促進するた
めの活動は、これまで大手企業を中心とする活動
と、組合を中心とする活動が中心だったともいえる。
　そこへ最初に触れた女性技能者協会のような動
き、つまり、中堅以下の規模の電気設備工事会社に
勤務する女性技能者が中心になって、新たなうねり
を起こそうとする動きが加わってきたということにな
る。それぞれに個性があって、建設関連業界のなか
で女性の活躍を促そうとする動きの幅が、非常に広
がりつつあるな、という感じだよね。
記者Ｄ　ほんと、そういうトレンドはつくづく感じます。
ただ、一方では「なんとか女子」というような言い方に
ついては逆に、女性が男性に伍して、当たり前のよう

☆女性技能者の活躍が当たり前の時代になる日
司会者　本誌今週号の「業界ザッピング」欄でも少
し触れているけど、建設業に携わる女性技能者の
活躍を支え、バックアップすることを目的とする《一般
社団法人・女性技能者協会》が、10月末に立ち上
げられたね。建設現場のなかでも、進行管理などで
はなく、現場作業に従事する技能者を女性が担当
することは、昨今ではあまり珍しいことではなくなって
きたものの、まだまだ少数派だ。
　しかし、そういう中で、改めて女性技能者の活躍
に焦点を当てた団体が法人化されたということに
は、いろいろな意義があるのではないだろうか。今回
の座談会はそこを最初の切り口にして、女性労働力
についての現況と未来を、みんなで語り合いたいと
思う。
記者Ｂ　いいですね。賛成です。《女性技能者協
会》はまだ発足したばかりで、これからどのような実
績を積んでいくのかについては、予断を許さないとこ
ろはあります。しかし、建設現場の戦力としての女性
技能者をクローズアップしていくことは、確かにいろ
いろな意味で現状に適ったことだと思います。
記者Ｃ　そうそう。女性技能者協会がこれから具体
的にどうやって、建設関連業界内の女性活躍をバッ
クアップしていけるのかは分からないけど、協会の立
ち上げを中心になって推進したのは第一種電気工
事士の若い女性だというよね。そのことだけでも、な
んだか新しい波を感じます。
記者Ａ　建設関連業界で女性活躍を側面から援
護しようという動きそのものは、かなり以前からありま
した。日本建設業連合会の《けんせつ小町》の活動
はよく知られているし、大手ゼネコンの公式サイトなど
にはたいてい、自社の建設女子を取り上げたコー

うとするような気概だって生まれにくい。
　一方では、女性や高齢者、外国人労働者もプロ
意識をもてるだけの努力をしていく必要がある。だけ
どこの場合、採用する側の意識改革のほうが、より
必要なのは間違いない。期待されて入るのと、人数
合わせで入るのとでは、入る側の意識も大きく変わっ
てくるからな。
記者Ｃ　そういう背景がまだあるからこそ、建設女
子とか土木女子、電設女子というような形で、自分た
ちの地位を向上させようとする女性たちの動きが出
てくるわけでもありますよね。先ほど、女子という形容
がなくなったときに、初めて、男女が当たり前のように
建設関連業種のなかで一緒に働ける状況が訪れ
るという話がありましたが、そのためにはやはり、まず
は業界の意識改革ですよね。それが出来たとき、プ
ロ意識をもった女性、高齢者、外国人労働者も増え
ていくのだと思います。
司会者　そのためには、同じ国家資格をもつ人は、
立場的に同等なのだという共通認識を培う必要が
あるよね。それで、その同じ立場の人たちに違いが
出てくるとすれば、それは断じて性差や年齢差、国
籍や出自の違いではない。純粋に「経験の質と量の
違い」であり、仕事師としての「力量の違い」だという
こと。
　そうしたことが全体の共通認識の最大公約数を
占めるようになったときは、必ず、業界の新しい時代
の幕開けがやってくるはずなんだ。
記者Ｃ　ほんと、そうですよね。その域に近づくには
かなりの時間が必要かもしれませんが、休まず緩ま
ず、少しずつ近づいていくということが重要ですよ
ね。
記者Ｂ　そうだね。手をこまねいていたら、いつまで
たっても理想には近づけないからね。だからこそ、繰
り返しになるけど、現状の建設女子・土木女子・電
設女子の動きも業界全体で育んでいくことが大切だ
と思います。
司会者　そうこうしているうちに「女子」という冠が自
然に取れていければ、いちばんいいよね。よし、ここ
からは、そうした「女子」たちの現状の具体的な動き
の最新情報を見ていこうか。（以下、次号に続く）

に活躍する業界になるためのステップとしては、まだ
まだ途上なんだということを、端的に象徴しているの
だともいえます。
記者Ｂ　そうなんだ。だから平たくいえば、「建設女
子・土木女子・電設女子」というような言い方がなく
なったとき、初めて女性活躍が当たり前になったとい
えるようになるんだろうね。
司会者　一朝一夕にはいかないだろうけど、従来
は男の世界と思われていた、例えば「料理人」の世
界とか、「カメラマン」の世界なんかでも、女性は特別
視されなくなりつつあるよね。むしろ、女性の存在が
当たり前になってきているといえる。
　演劇の世界でも「女優」という言い方はかなり少
なくなって、男女とも「俳優」といわれるケースが増え
てきた。作家もそうだよね。女流という表現はされなく
なってきた。そういうさまざまな事例を考えれば、建
設・土木・電設だって、女性の活躍が当たり前にな
る時代はいずれくる。問題はそれをどう早く、盤石な
ものにしていくか、ということになるわけだけどな。

☆「女子」の看板を外すために必要なものとは？
記者Ｄ　そのためには、企業や業界団体はもちろん
ですが、当の女性技術者・技能者にとっても、何が
必要になってくるのでしょうか。
記者Ｂ　大雑把にいってしまえば、すべての立場の
人に共通して必要なのは「意識改革」だと思いま
す。自分たちの業界は人手不足だ、だからその補填
要素として女性や高齢者、外国人労働者が必要な
のだという考えが根底にある限り、女性も高齢者も、
外国人労働者も「その場しのぎの補助戦力」でしか
なくなる。
　以前から必要だ、必要だといわれながら、建設業
界はなかなか、女性、高齢者、外国人労働者が違
和感なく仕事をする環境にはなっていないと思いま
す。もちろん例外はあるでしょうが、それが大勢を占
めているのは間違いない。その状況を打破できるの
は、まず採用する側の意識改革だと思います。
司会者　そうだな。採用する側が「補助的」な扱い
をしていると、いつまでたっても、女性や高齢者、外
国人労働者も「補助」の域を出ない。正式な仲間と
しての自覚も生まれてこないし、ましてや、中心を担お
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